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わたしのおじいちゃんは、なくなってしまいました。2年前まではおじいちゃ

んのすんでいる家に行くことがありました。でも、1年生になったらコロナでま

ったく会えていません。おじいちゃんは、わたしが来るのをまってくれました。

それに、お年玉も用いしていました。だけど、おじいちゃんに会わない間になく

なってしまいました。お年玉がおじいちゃんのつくえのひき出しから出てきま

した。今は、わたしの大じなおまもりです。 

 おじいちゃんのことで、人間は、さい後はいつかしぬしかないことが分かりま

した。わたしは、そのことを思うとふあんになります。わたしも今は生きている

けれど、いつかしぬしかないのです。仏教では、つぎのいのちがあるという教え

ですが、わたしにとってはつぎの心はぜんぜんちがうから、そのまま生きている

気がしません。わたしは、ふあんになると、くらやみに入っていくかんじがしま

した。だから、しぬまでにいのちを大切にしようと思います。 

 今は、コロナでいろいろ大へんです。コロナでおじいちゃんのおわかれもかん

たんにみじかい時間でおわりました。本当は、もっとちゃんとおじいちゃんとゆ

っくりさよならしたかったし、おばあちゃんとおじさんたちと、もっと話したか

ったです。今は、コロナのことでがまんしていますが、早くおばあちゃんにだき

つきたいし、おじさんたちと楽しいあそびをしたいです。わたしの知っている人

と今ど会う時には、いっぱいしゃべれるといいです。長い時間いっしょにいたい

です。今どあそぶ時を楽しみにしています。楽しいことや、やさしさはいつも心

にのこります。わたしは、ぬくもりのいみは、気もちをあたたかくすることと思

います。 


